
氏名 村上　史朗

学部担当科目

・心理統計Ⅰ（後期）
・社会心理学基礎実習（一）（二）（前期・後期）
・文化心理学（前期）
・社会心理学特殊講義Ⅰ（前期）
・社会心理学特殊講義Ⅳ（後期）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会心理学特論Ⅰ（二）（前期）

授業科目

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会心理学会、日本心理学会、日本グループ・ダイナミックス学会、
Society for Personality and Social Psychology、日本火災学会、法と心理学会

社会的規範の機能的側面に関する研究

FD委員会委員として、教育改善に取り組んだ。

日本グループ・ダイナミックス学会第62回大会準備委員会事務局長

東京大学大学院人文社会系研究科博士課程　単位取得満期退学

博士（社会心理学）　東京大学大学院人文社会系研究科　2008年4月

社会心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

１．文部科学省科学研究費　新学術領域研究「法と人間科学」（領域代表：仲真紀子（北海道大
学））において、責任概念班（代表：唐沢穣（名古屋大学））の研究分担者を務めた。
２．文部科学省科学研究費　基板研究B（代表：山口勧（奈良大学）の研究分担者を務めた。
３．奈良大学研究助成

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

カリキュラム改革実行委員会委員（副委員長）、FD委員会委員、情報処理センター運営委員会委
員、ネットワーク委員会委員、社会学部研究倫理審査委員会委員、心理学科予算委員
サッカー部・フットサルサークル・ダンスサークル顧問

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・心理学基礎（集中）
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共著
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④

②結果の深刻さが責任判断に
及ぼす影響：裁判員制度への
注目の効果

⑤

①日本語版状態自尊心尺度の
作成
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村上史朗・中原洪二郎
ポスター発表

ポスター発表

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月
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日本グループ・ダイナ
ミックス大会第62回大
会

法と心理学会第16回
大会

2015年10月

2015年10月


